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２．事業の概要 

 

（１）主な教育・研究の概要 

①武蔵野大学・大学院 

Ⅰ．卒業の認定に関する方針 

武蔵野大学は、仏教精神を根幹として学識、情操、品性ともにすぐれた人格を養い、一人ひと

りの幸せ、世界の幸せに貢献する人材を育成します。 

 

＜知識・専門性＞学びの基礎力を基盤とした専門能力 

・ 教養・基礎学力を修得し、自立的・主体的に学ぶことができる「教養・基礎学力」 

・ 自ら積極的に専門分野の知識や技能の体系的な修得を行い他者に説明できる「専門能力」 

 

＜関心・態度・人格＞他者と自己を理解し、自発的に踏み出す力 

・ 自らを他者や社会との関わりのなかで捉え、多様な価値観を認めることができる「自己認

識力・他者理解力」 

・ 自ら課題を感じ取り、共有することができる「課題発見力」 

・ 自ら積極的に社会に働きかけて、最後まで行動していくことができる「主体性・実行力・ス

トレスコントロール力」 

・ 自ら一人ひとりの幸せ、世界の幸せのために行動できる「人格形成・使命感」 

 

＜思考・判断＞課題を多角的に捉え、創造的に考える力 

・ 自ら積極的に情報収集を行い、問題に対して論理的に思考し、多角的な判断できる「情報

分析・論理的思考・判断力」 

・ 課題に対し、仮説をたてながら、調査、分析して適切な答えを導くことができる「課題解決

力」 

・ 自ら制約された条件の中でも多くの可能な解答を出す発散的な思考ができる「創造的思考

力」 

 

＜実践的スキル・表現＞多様な人々のなかで、自らの考えを表現・発信する力 

・ 自ら複数の言語を活用して、的確に読み、書き、聞き、他者に伝えることができる「コミュ

ニケーション力・語学力」 

・ 自らの考えを明確かつ論理的に組み立て、文書や、図解等を用いて論文や報告書にまとめ

て発表することができる「表現力」 

・ 自ら対話を通じて他者と協力し、目標実現のために方向性を示し実行できる「傾聴力・チ

ームワーク・リーダーシップ」 

 

Ⅱ．教育課程の編成及び実施に関する方針 

武蔵野大学のカリキュラムは、卒業生の一人ひとりが地球規模のつながりの中で生きる一個

の人間として、どんな社会においても、またどんな状況・場面にあっても普遍的に求められる

さまざまなスキルをすべての学部学生の基礎力として涵養・育成し、時代や国・地域を超えた
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貢献を適える人材を未来に向けて輩出することを目的としています。 

この目的を実現するために体系化された初年次からの全学共通基礎課程「武蔵野 INITIAL」の

学修により、その能力開発および定着を徹底する。また、各学部における専門分野の知識と技

能が身につけられるように段階的、体系的なカリキュラム編成を行い、それとの連続性をもっ

て学士課程における目標を達成していきます。 

  

 Ⅲ．入学者の受入れに関する方針 

武蔵野大学は、教育基本法及び学校教育法に準拠し、かつ、仏教精神を根幹として学識、情

操、品性ともにすぐれた人格を養い、「アクティブな知」を備え、創造的に思考・表現すること

のできる人材を育成し、一人ひとりの幸せ、世界の幸せに貢献していきます。 

武蔵野大学の建学の精神、基本目標を理解するとともに、本学の人材育成方針に共感し、教

育課程に積極的に取り組む姿勢を持った者の入学を期待しています。入学者の受け入れは、以

下に挙げる点に留意して実施します。 

・ 各学部・研究科の教育目的に相応しい人材を多面的に審査・評価する 

・ 基礎学力と専門教育に関係する教科の理解度、並びに人物の適性等について審査･評価する 

・ 学力だけでは見出すことのできない能力や意欲、将来の可能性等を高校在学時の活動状況

等から審査・評価する 

学生には、以下の点を期待しています。 

＜知識・専門性＞ 各学科の教育目的に相応しい知識を備えていること 

＜関心・態度・人格＞ 他者と自己を理解し、自発的に踏み出す意思を持つ者 

＜思考・判断＞ 課題を多角的にとらえ、創造的に考える意思を持つ者 

＜実践的スキル・表現＞ 多様な人々のなかで、自らを考え表現・発信する意思を持つ者 

 

②武蔵野大学中学校・高等学校 

 Ⅰ．教育目標 

 「いかなる生徒を育成するか」 

・ 「明るい知性と豊かな情操」とをかねそなえた「聡明にして実行力のある人間」の育成。 

・ 「人の幸せを願う心」、「自己中心。自己絶対視を改める心」、「正しい判断力」、「良き社会 

人として通用する自立心」の育成。 

 

 Ⅱ．教育方針 

 「人格形成のための六つの徳目」 

  ＜布施＞人の痛みがわかる「優しい心の育成」。 

   ＜禅定＞規則、マナーを自発的に守る心の育成。 

   ＜持戒＞自制心の確立。 

   ＜忍辱＞まじめに生きる姿勢の確立。 

   ＜精進＞集中力の育成。 

   ＜知恵＞正しい思考、判断力の育成。 
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③武蔵野大学附属千代田高等学院 

 Ⅰ．教育方針 

 「Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ Ｃｈａｎｇｅ Ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｅ」 

  １）Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ 

    失敗を恐れずに挑戦し続ける姿勢を応援します。挑戦し、フィードバックをたくさんもら

うことで、人は成長していきます。正解のない時代だからこそ、小さなチャレンジを続け

ることが重要だと考えます。 

  ２）Ｃｈａｎｇｅ 

    変化に対して、常に柔軟で、前向きであってほしいと考えます。現在、世の中はものすご

いスピードで変化しています。そのような中、しっかりとした自分の軸（Ｗｈｏ you ａ

ｒｅ．）を持ちながら、それを中心に柔軟にピボットできる生徒を育てたいと思います。 

  ３）Ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｅ 

    常に「なんのために？」を考え、目的意識を持った行動ができるように支援します。小さ

なことでもいいので、自分の身の回りの社会に対して貢献する意識を持ち、自分の人生に

オーナーシップを持てるよう、指導しています。 

 

 ④武蔵野大学附属幼稚園 

 Ⅰ．教育目標 

・ 仏の心を身につけた子どもに 

・ 自主的な生活のできる子どもに 

・ 健康なからだで明るい子どもに 

・ 友だちと仲良くできる子どもに 

・ 豊かな情操を持った子どもに 

 

 ⑤武蔵野大学附属有明こども園 

 Ⅰ．教育理念 

 「響き合う保育」 

一人ひとりの個性はさまざま。それぞれが“遊び込む”ことを通して素敵な音色を奏で、そ

れが重なり響き合い、世界のしあわせを願うハーモニーとなるように、子どももおとなも共

に感じ合い、育ちあう保育を目指します。 

  ➣思う存分遊び込み、生きる力を身につける 

子どもにとって大切なことは「遊び込む」ことです。自ら遊び込むことで、ものの不思議

さに気づき、好奇心・探究心を育んでいきます。また、工夫して遊ぶ楽しさや達成感を味

わうことが自信につながり、“生きる力”の根源でもある自己肯定感をもつことが出来ま

す。保育者や友だちと安心して過ごす中で、思う存分遊び込み、“生きる力”を身につけて

いきます。 

  ➣本物に触れ、豊かな感性を育てる 

   武蔵野大学教育学部と連携して、学内外の各分野の専門家による“わくわくプログラム”

で本物に触れる体験をして、豊かな感性を育んでいきます。子育て支援として未就園児親

11



子対象のイベントや講演会、園庭開放、育児相談など、地域との交流を大切にした、開か

れたこども園にしていきます。 

  ➣仏の心を大切に 

   本園は浄土真宗本願寺派のこども園です。自然に触れ、また子ども同士がふれあい、生活

する中で、生命の尊さに気付き、万物の恵みに感謝して手を合わせる、心優しい子どもを

育てていきます。 

 

 

（２）中期的な計画及び事業計画の進捗達成状況 

①事業計画の進捗・達成状況（主な取り組み、成果等の概要） 

Ⅰ．武蔵野大学・大学院 

   武蔵野大学・大学院では６つのチャレンジを掲げており、各チャレンジの主な取り組みの

進捗・達成状況は以下のとおりである。 

 

１）チャレンジ１ 自己と世界を問う 

・中期計画として「SDGsの 17目標に向けての全学的な取組の推進」「自己の生き方を問いつつ

Happiness Creatorとして歩む志、能力の確立」を掲げており、事業計画の「武蔵野メソッド

FD 実施」「新カリキュラム実行開始」等については、実施展開や成果分析・改善段階に至っ

た。特に、「武蔵野メソッド FD実施」では、「響学スパイラル（本学に集うあらゆる人々が感

性、知恵、響創力を互いに響き合わせ、問い、考動し、カタチにして、見つめ直すという、

４つのステップを繰り返しながらともに学び、成長していく学びのスタイル）」を開発し、学

内定着を推進するための FD研修やシラバスへの組込み等を実施した。 

・ＳＤＧｓ白書の作成が検討段階にとどまっている等の課題もあるが、目標として設定した

「自学自修時間週６時間以上の学生割合」「授業理解度の割合」等は目標値を超えた。コロナ

禍により、授業課題の工夫が行われたことと併せ、学生が自ら学ぶ機会が増えたことによる

と考えられる。 

・今後は、学修者の主体的な学びの姿勢を引き出し知識・能力を涵養する学修の仕組みづくり

に寄与することを目的とし、令和４年４月に設置された「響学開発センター」を中心に、学

修者本位の教育を進めていく。 

 

２）チャレンジ２ 未来の世界を創る creativeな実践者輩出 

・中期計画として「学修者本位のカリキュラムの構築と教育力の向上」「未来の世界を担う

creativeな知をカタチにできる人材の輩出」「社会の変化を包摂する専門的知見に基づく解を

提示する研究力の向上」を掲げ、事業計画の「AI 活用エキスパートコース開始」「アセスメン

トツールに基づくキャリアセンターの活用促進」「学内公募説明会等による外部資金研究費獲

得支援」等については、実施展開や成果分析・改善段階に至った。 

・学修者本位の教育改革については、教員評価制度の検討が十分に進んでいないこと、公務員

試験の合格者数や著名企業就職者数が伸び悩んでいること等の課題もあるが、情報副専攻コ

ースの全学的な開講、ＳＴ比率の改善等の目標を達成した。情報副専攻コースでは入門・基

礎科目を実施し、約 250名が規定の単位を修得した。また、正課授業の学外学修プログラム
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「フィールド・スタディーズ（FS）」では、学修者本位の FS構築のため、学生企画プログラ

ムを提案・発表する学外学修アワードイベントを開催し、翌年度以降の学生主体プログラム

の新規構築に繋げている。 

・キャリア教育・就職支援については、主体的に社会に貢献できる人材を輩出するため、在学

期間を通じて学生のキャリア形成を推進することを目的としたキャリアセンターを新たに設

置した。今後、全学的なキャリア教育及び就職支援に関する基本計画を策定し推進する。 

・研究推進については、Creative研究計画推進委員会を立ち上げ、研究に関するインセンティ

ブ等研究推進に関することを一元化して検討する体制を構築した。 

 

３）チャレンジ３ ＡＩ世界を先導するＭＵＳＩＣ 

（Musashino University Smart Intelligence Center） 

・中期計画として「情報教育・学習環境の整備」「教育の情報・スマート化」「AI―Ready― 

Universityを目指した情報・ＡＩ教育のブランド化」を掲げ、事業計画の「武蔵野キャンパ

ス主要教室でのデジタル化」「ストレスフリーなネットワーク環境」「2021サブメジャーコー

スも含めた新情報教育スタート」等については、実施展開や成果分析・改善段階に至った。 

・情報化の基盤となる設備については、ＬＭＳについて情報収集の段階に留まっている等の課

題もあるが、武蔵野キャンパス教室のデジタル化、有明・武蔵野両キャンパス教室のハイフ

レックス対応、無線ＬＡＮ・電源の確保等の整備が完了した。 

・教育現場を支援するスマートサービスについては、オンラインチューターサービスを情報科

目で実験的に実施し、そのやりとりをデータとして整理してチャットボット化を進めた。 

 

４）チャレンジ４ Global＆Universal 

・中期計画として「世界に羽ばたき、世界を迎え入れる学部学科でのグローバル人材育成」「国

内授業における外国語科目の強化」「ユニバーサルなキャンパス空間と学生支援」を掲げ、事

業計画の「海外渡航における危機管理の充実」「外国語科目の充実を検討」等については、実

施展開や成果分析・改善段階に至った。新型コロナウイルスの影響により事業計画を変更せ

ざるを得ない事業が複数あった。 

・海外経験の促進については、外国語で修了できる科目・コースの設置ができていないこと等

の課題もあるが、第二外国語の履修者数は増加しており目標を達成した。また、海外派遣に

ついては、新型コロナウイルスの影響によりオンラインプログラムを充実させ、21プログラ

ム約 530名の参加となった。その他、留学フェアの開催や危機管理体制の充実等、新型コロ

ナウイルス終息後の留学再開へ向けて準備を進めた。 

・ユニバーサルなキャンパス空間の整備については、多様な立場の学生に寄り添うことができ

るキャンパス環境を目指し、学生による全学的調査及びグループインタビューを行った。 

 

５）チャレンジ５ MU-GEN（Musashino University GENerations）につながる Infinite Linking 

・中期計画として「武蔵野の教育メソッドを活用した各種連携（中高大接続、地域連携、通信

教育、大学間・産官学連携）」「武蔵野の教育メソッドを活用した卒業後学修支援」「武蔵野サ

ンガの醸成（卒業生・退職者・在学生・教職員・後援会の連携）」を掲げ、事業計画の「デー

タサイエンス教育等を活用した高大接続試行版の実践」については、実施展開や成果分析・

13



改善段階に至った。各事業計画の計画・立案段階において、卒業生や社会との接点の持ち

方、特に、通信教育や生涯学習の在り方の議論が進む中で、当初計画の内容を変更せざるを

得ない事業が多く生じた。 

・千代田高等学院との高大接続については、過去の課題を整備することにより、大学の情報教

育科目を千代田高等学院にて実施する等の事業を円滑に推進した。 

・卒業生との繋がりについては、令和３年度新たに「校友サポートサイト」を開設し、法人情

報の発信を行った。 

 

６）チャレンジ６ 共に５つのチャレンジを実現する学生の安定的な確保 

・中期計画として「武蔵野大学のビジョンの社会的認知と共鳴する優秀な人材の確保」

「Society 5.0時代のニーズに即応した学部学科の新設再編」「社会的評価指標の向上」「社会

に輩出する学生数の減耗の極小化」を掲げ、事業計画の「入学者の充足」「新学部学科の設置

や学部学科の再編の検討」「2021大学ランキングの結果分析と対策の検討」等については、実

施展開や成果分析・改善段階に至った。 

・大学入試については、志願者数が前年より減少したものの、入学者数は入学定員どおりに確

保することができた。 

・学部学科・研究科の再編等については、データサイエンス研究科（博士後期課程）の令和４

年度設置、工学部サステナビリティ学科の令和５年度設置等を推進した。 

・「THE 世界大学ランキング日本版」については、総合ランキング 150位を目標とし、131-140

位となった。分野別ランキングにおいては、教育充実度が 123 位に初めてランクインした。 

・奨学金制度については、奨学金見直し検討委員会を発足し、令和５年度以降の奨学金制度を

検討した。その後、委員会の答申を踏まえた奨学金新制度が決定し、今後、規程等の整備を

進めていく。 

 

II．武蔵野大学中学校・高等学校 

・中期計画として「真なるグローバル人財育成のためのシステムの構築」「サイエンスを身につ

けるためのシステムの構築」「教員が改革推進に対して一致団結して取り組む体制の確立」等

を掲げ、事業計画の「海外大学進学に向けた勉強会の開催」「国公立・最難関私立への指導強

化に向けた研修会及び見学会の開催」「ICT 関連備品整備」等については、実施展開や成果分

析・改善段階に至った。 

・教員の研修が十分に進んでいない等の課題もあるが、設備の整備については、ＩＣＴ及び理

科機器、進路指導室等の教育目的の改修等を順調に実施することができた。また、生徒数増

加に伴う工事等は概ね完了した。 

・教員主体でホームページの内容及び構成を検討し、リニューアルを行った。 

 

III．武蔵野大学附属千代田高等学院 

・中期計画として「国内難関大学・海外大学への合格力を高める」「想像力と教養力の育成」

「教員が改革推進に対して一致団結して取り組む体制の確立」等を掲げ、事業計画の「海外

大学への進学のノウハウの蓄積に向けた進路指導部の体制整備」「各授業の品質と大学進学指
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導力の向上に向けた教務部の体制整備」「職員室の新レイアウト及び OAフロア化」等につい

ては、実施展開や成果分析・改善段階に至った。 

・卒業後の進路については、進路指導体制の整備、外部リソースの活用、最先端教育コンテン

ツの導入等により、海外大学及び国内難関大学へ進学者を輩出することができた。  

・施設整備においては体育施設等の整備が進んでいない等の課題もあるが、教育課程の運用に

おいては選択と集中によるコース再編と教育課程の整理、専任比率の適正化等の事業が順調

に進んだ。 

 

IV．武蔵野大学附属幼稚園・慈光保育園 

・中期計画として「目標を具現化した競争力のある教育を企画・実施して、園児を成長させ

る」「きめ細かい保育を企画・実施して、園児を成長させる」「保護者も満足できる教育の実

施」等を掲げ、事業計画の「育児相談の実施」「老朽化した遊具（すべり台）の更新」「保護

者が望む課外活動の開始、大学教員による講座の開設、給食の充実」等については、実施展

開や成果分析・改善段階に至った。 

・保護者から要望の多かった書道教室等の課外活動及び給食を開始した。 

・定員充足はできなかったものの、広報活動の強化等により幼稚園の入園者数は前年を上回っ   

た。 

 

V．武蔵野大学附属有明こども園 

・中期計画として「園児と保護者の満足度が高まる教育・保育の質の向上を目指しつつ、円滑

で安定した運営を行う」「園児が自発的に遊び込み、生きる力を身につけられるよう、わくわ

くプログラムを実施する等、教育・保育環境を充実する」「地域に開かれた施設として、地域

子育て支援プログラムを通し、こどもの健全育成及び子育て世代の家庭の支援を図る」等を

掲げ、事業計画の「園内外の研修や武蔵野大学教育学部との共同研究等を通した教職員の指

導力の向上」「地域の子育ての拠点となれるよう子育てに関する講習会や絵本の読み聞かせ会

等の充実」「プール用簡易温水シャワー整備」等については、実施展開や成果分析・改善段階

に至った。 

・武蔵野大学と連携し、各分野の専門家が考案する、ネイティブによる外国のことば・文化等

の本物に触れる体験を通じて豊かな感性を育てる「わくわくプログラム」を全 21回実施し、

園児及び保護者に好評であった。 

・保護者から要望の多かった園バスの運行を検討し、令和４年度中に開始する予定となった。 

 

VI．法人 

・中長期計画として「仏教精神の普及」、「ガバナンス構築」、「人事・組織の活性化」、「100 周年記念

事業企画・推進」及び「経営指標に基づく財政の安定化」等を掲げ、令和３年度事業計画に取組ん

だ。 

・法人ガバナンス改善・強化の一環として、理事・監事・設置する学校長の候補者資格要件を規程に

明示し、役員等候補者選考委員会を設置し選任プロセスを明確化した。また、学校法人武蔵野大学

ガバナンス・コードを制定・公開し、年度末に点検結果を公開した。 

・事務局の内部統制改善と事務組織の活性化のため、事務組織を改編し事務管理機能を強化した。併
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せて人事制度の改革により、職員各位に期待される行政職の要件を明示した。 

・100 周年記念事業の「趣意」を明示するとともに、各プロジェクトの長期的な意義を盛り込んだ各

プロジェクトの具体化を進めた。また、100 周年記念ロゴマーク及びメッセージコピーを制定し、

各関係者に向けて本格的な情報発信を進める。 

・財務については、「経営指標を用いた財務計画」を、長期施設設備整備計画及び長期人員計画に基づ

く 10年間の「長期財政計画」に発展させた。併せて、健全で安定した財政の状態を確認する財政指

標を制定した。 

・施設設備では、有明キャンパスに５号館が完成した。今後の長期施設設備整備計画のため、「学院キ

ャンパス施設等検討委員会」を常設し施設取得等を検討する体制が整備された。 
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